１１．２　分析方法
肥料等試験法により重金属の分析を実施する。
１１．３　分析の精度管理
分析の精度管理は次により実施する。
（１）機器等の調整
①表１に掲げる分析の性能を確保できるよう、機器を調整すること。
②真度を確認するために汚泥肥料の認証標準物質を分析し、分析値と認証値の差が室間再現標準偏差の２倍を超えないよう調整すること。
            　　　　  表１　分析の性能基準の目標値
	
	カドミウム
	　ニッケル

	基準値    　(mg/kg)
定量下限    (mg/kg)
併行精度　　(%)
	 　 5
  　1
 　 5
	    300
     60
      5


（２）内部精度管理の実施
内部精度管理は次により実施する。
①真度を確認するために汚泥肥料の認証標準物質を分析し、分析値と認証値の差が室間再現標準偏差の３倍を超えないこと。また、連続した測定値のかたよりが同一方向で室間再現標準偏差の２倍を超えないこと。これらが超えた場合は再度分析を実施する。
②空試験の試験成績が異常値を示さないこと。
１２．分析報告書の内容の確認
分析値の報告があった場合は、その分析値が妥当であるかどうかの確認を行う。確認する項目は下記のとおり。
（１）分析値の単位は適切か。有効数字は２桁か。
（２）乾物換算はされているか。（許容値は乾物換算値である。）
（３）過去の分析値に比べて異常な数値となっていないか。
（４）分析の性能基準及び認証標準物質での精度管理が適切であったか。
１３．自主管理基準値
１３．１  自主管理基準値の設定
自主管理基準値は次のとおりとする。
               表２　自主管理基準値　　　　　（単位：ｍｇ／ｋｇ）
	  重金属名
	　自主管理基準値
	 許容値（参考）

	  カドミウム
  ニッケル
	        4.5
      280
	   　  5
     300


１３．２　自主管理基準値との比較
分析値の確認の結果、異常がなければ分析結果と自主管理基準値との比較を行う。
１４．不適合時の措置
１４．１　不適合発生時の連絡
自主管理基準値との比較の結果、不適合と判定された場合は工場長に連絡する。
１４．２　製品の措置
不適合が発生した場合、工場長は製品については次の処置を講じる。
（１）当該製品の在庫について早急に出荷の停止の措置を講じる。
（２）出荷した当該製品について出荷先に連絡を行い回収の措置を講じる。
（３）在庫及び回収した製品については廃棄物として適正に処理を行う。
（４）不適合となった原因について調査を実施する。また、必要に応じて改善措置を講じる。
（５）在庫及び回収した製品の処理の内容、原因究明の結果及び改善措置等を記載した報告書を作成し、作成日から５年間、品質管理責任者において専用のファイルで保管する。
１４．３　独立行政法人農林水産消費安全技術センターへの報告
不適合時の報告書作成後には速やかに、独立行政法人農林水産消費安全技術センターに報告を実施する。

１５．教育訓練
（１）品質管理責任者を肥料の品質保全に関する講習会に年１回参加させる。
（２）品質管理責任者は（１）の内容を踏まえて重金属検査に従事する職員に対し、　　講習を行う。
（３）品質管理責任者は（１）及び（２）について記録し、その作成の日から５年間、　　専用のファイルで保存する。
１６．実施状況の自己点検
１６．１　自己点検の実施
工場長は年１回、次の項目について点検を実施する。
（１）製品の重金属検査がサンプリング検査計画書に基づき実施されているか記録を点検する。
（２）不適合となった製品がある場合には適切に措置されているか記録を点検する。
（３）検査に必要な教育訓練が計画的に実施されているか記録を点検する。
（４）点検の結果、実施・運用に改善が必要な場合は所要の措置を行う。
（５）工場長は自己点検の結果の記録を作成し、作成日から５年間、保存する。
　
１６．２　検査計画の改善
自己点検に併せてサンプリング検査計画の内容について次の点検を行う。
（１）変動の把握
①重金属の含有量について変化はないか。
②年間の変動に変化はないか。
③重金属の含有量が急激に変動していないか。
（２）（１）において変化が確認された場合には生産方法の変更等について調査を行い、サンプリング検査計画の改善を実施する。
（３）所要の改善を行った場合には、当該措置の記録を作成し、作成日から５年間、品質管理責任者において保存する。
１７．記録の作成及び保管
サンプリング検査、不適合発生時の製品の措置、教育訓練及び実施状況の自己点検の記録は別添様式１～４により行うものとする。作成した報告書は専用のファイルで保管して、５年間保存する。
１８．非定常時の製品の対応
メンテナンスの実施後の汚泥については、肥料化しない。

様式１
サンプリング及び分析結果の記録書
                                               　　作成　　　年　　月　　日
                                               　　作成者
１．サンプリング実施日（年月日）
２．サンプリング実施者（氏名）
３．サンプリング方法
４．採取場所
５．生産年月日、ロット番号
６．原料・受入元
７．分析値
８．成分名及び判定結果（判定者の氏名及び年月日）
９．品質管理責任者の承認（氏名及び年月日）
１０．その他
様式２
教育訓練の実施記録書
                                               報告　　　　年　　月　　日
                                               報告者
１．実施年月日、参加者
２．実施主体、場所
３．教育訓練の内容
４．その他
様式３
不適合時の処置記録書
                                               報告　　　　年　　月　　日
                                               報告者
１．不適合の判明年月日
２．ロット番号、対象数量
３．不適合の内容
４．在庫の出荷の停止の措置、措置年月日
５．当該製品の出荷先、連絡年月日及び回収の措置
６．在庫及び回収した製品の保管
７．在庫品及び回収品の廃棄物として処理経過
８．不適合となった原因について調査結果
９．改善の措置
様式４
自己点検記録書
                                               報告　　　　年　　月　　日
                                               報告者
１．実施日
２．実施者
３．サンプリング及び分析結果の記録書の点検結果
４．不適合時の処置記録書の点検結果
５．教育訓練の実施記録書の点検結果
６．サンプリング、不適合時の措置及び教育訓練に関する是正の有無及び改善処置の　　　内容
７．重金属の変動の把握結果及びそれをふまえたサンプリング検査計画への反映
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